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数十年後にヨーロッパで戦争が起こったとき

には、東京の新聞記者は編集局にいながら

にしてカラー写真を電送できるようになる。
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ファクシミリのことです。 昭和初期には写真電送装置と呼ばれていまし

た。ファクシミリの研究の歴史は古く、電話が開発される30年以上も前

の1843（天保14）年に原理が考案されています。しかし、実際に登場す

るのは80年以上も後のことです。 日本では日本電気が開発したNE式写

真電送機が1928(昭和3)年11月10日に行われた昭和天皇の即位の儀

式を京都から東京に伝送したのが実用化第1号でした。 カラー化は

1988（昭和63）年のソウルオリンピック目前に高解像度のカラーイメー

ジスキャナーが登場し、同時に日本の主要都市に光ファイバーが敷設さ

れ、デジタル通信回線の普及により高解像度のカラー写真が電送される

ようになりました。 現在はファクシミリではなく、インターネット、メールで

高解像度の画像を世界中で送受信できるようになりました。
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館内企画展アーカイブ バーチャル展示室360 https://www.tcmit.org/360virtual/

これまでにトヨタ産業技術記念館で開催した企画展をご紹介するデジタルアーカイブです。 
360 度 VR コンテンツで、臨場感溢れるバーチャル展示をお楽しみください。
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